
 

 

・平成 30 年度に国から「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体ＳＤＧｓモデル事業」に選定された際

に、中心的事業に位置付け。 

・市と民間事業者 4者の官民連携で運営し、ＳＤＧｓに関する相談受付・取組支援や、市内外の

主体のマッチングによりイノベーションを創出する「試行的取組」を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ みなとみらい 21 地区にて、電動車椅子「ＷＨＩＬＬ」を活用したパーソナルモビリティの

シェアリングサービスの実証実験を実施し、ニーズやあり方を把握。 

・ 誰にとってもシームレスな移動の実現により、社会課題の解決やまちの回遊性の向上を図る。 

・ 令和３年度は桜木町駅観光案内所（横浜観光コンベンション・ビューローが運営）・Cafe ア

ニミ（クイーンズスクエア内）にステーションを設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 道志村の水源林間伐材を原料とする「木製ストロー」の普及を通じ、脱炭素化や海洋プラス

チックごみ問題、森林環境保全等の意識啓発を推進。 

・ 木のストローへの加工は、市内で障害者を雇用している企業が実施。 

・ 市民への普及啓発のほか、ホテル・商業施設等の事業者等への利用拡大に向けた取組を進め、

地産地消を目指す。 

・ 学校の総合学習・社会科見学などにおいて、プロジェクトの趣旨の講義やストロー製作体験

を行うワークショップを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 横浜観光コンベンション・ビューローと連携し、横浜でＳＤＧｓを学ぶ児童・生徒に向けて

作成。 

・ ＳＤＧｓの学び方のガイドのほか、市内企業における取組見学をアレンジ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな都市活力推進特別委員会 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ 日 

温 暖 化 対 策 統 括 本 部 

はじめに：ヨコハマＳＤＧｓデザインセンター（平成 30 年度～） 

観光分野と連携したＳＤＧｓ未来都市の取組について 

１ パーソナルモビリティ「ＷＨＩＬＬ」シェアリング実証実験（令和元年度～） 

２ ヨコハマ・ウッドストロー・プロジェクト（令和元年度～） 

３ 横浜ＳＤＧｓ探求学習ガイド（令和３年度～） 



 

(1) ＳＤＧｓの取組の一環としての商品・サービス等の提供 

ア 横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ 

○ 自立循環型食品リサイクルループ「ヤサイクル」 

・ ホテルから出る生ごみを専用の機械で肥料化し、それらを市内契約農家などへ提供、

その農園で栽培・収穫された食材をホテルで使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ヨコハマ・ウッドストロー・プロジェクトへの参画 

・ 山梨県道志村内の横浜市が保有する水源林の間伐

材を原材料とし、横浜市内の企業の特例子会社など

で働く障がいのある方々によって制作されている

『横浜産の木のストロー「ＳＤＧｓストロー・ヨコハ

マ」』を使用したノンアルコールカクテルをラウンジ

にて提供。 

イ 横浜ロイヤルパークホテル 

○ 人にも環境にも優しい商品の導入 

・ 環境に優しい「生分解性ストロー」や、開発途上国

の原料やフェアフォーライフ認証、 国際フェアトレ

ード認証ワイン・コーヒーを導入。 

○ 地産地消メニューの積極的な提供 

・ 神奈川県産の食材やご当地メニューをホテ

ルレストランでアレンジして提供するなど、

地域に根付いた商品を企画。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  ＳＤＧｓの取組に関する体験機会の提供 

ア 株式会社スリーハイ（都筑区／産業用機器製造業） 

○ 小学生対象工場見学「こどもまち探検」 

 

 

・ 地域の小学生向けに、東山田準工業地域にある

工場見学を実施。子どもたちのいきた学びの場を

提供するだけでなく、従業員教育の場にも活用。 

 

 

 

 

イ 石井造園株式会社（栄区／造園土木施工管理業） 

○ 協働による楽しいコミュニケーションが生ま

れる仕掛け「空間ワークショップ」 

 

 

 

・ 日本建築家協会（ＪＩＡ）の支援企業として、

子どもたちに向けた空間ワークショップのファ

シリテーター等実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ＳＤＧｓに取り組む事業者の見える化・連携促進 （横浜市ＳＤＧｓ認証制度“Ｙ－ＳＤＧｓ”認証事業者による事例） 

【参考】横浜市ＳＤＧｓ認証制度”Ｙ－ＳＤＧｓ”（令和２年度～） 

○ 目的 

・ ＳＤＧｓに取り組む市内事業者等における、本制度の活用による持続可能な経

営への転換及び新たな顧客獲得や取引先の拡大 

・ 投資家や金融機関における、ＥＳＧ投資等の投融資判断の際の非財務情報とし

ての活用 

○ 概要 

・ 環境（Ｅ）、社会（Ｓ）、ガバナンス（Ｇ）、地域（Ｌ）の 4つの視点から、30

のチェック項目について、申請者による自己チェック内容を踏まえヒアリング及

び外部評価 

・ 各事業者の取組内容と進捗に応じて３段階（最上位：supreme、上位：

superior、標準：standard）で認証 

○ 認証事業者のプロモ―ション支援 

・ 横浜市ホームページで紹介 

・ 随時プロモーション支援を行い、ＳＤＧｓ関連の誘客等につなげる 


